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つ，すべての i?i＝1,2,…,n?に対し x? x?であるのみならず，少なくともある生産物 jにつ
いて厳密な不等号で成立するような産出計画 xがないならば，産出計画 x?は効率的である。
企業の利潤最大化と産出計画の効率性の関係を説明しよう。企業 hの正味の産出ベクトル
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